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【代表取締役社⾧ CEO 和田】改めましてみなさん、こんにちは。パーソルホールディングスの和田でございます。

今日はお忙しいところお集まりいただきましてまことにありがとうございます。 

今日皆さんにお伝えしたいことはこの 3 つです。1 つ目は上期の決算概要、そして 2 つ目は、特に今年度、今中

計で重点的に取り組んでおります、人材紹介事業のマーケット感と、それから Career SBU の取り組みに関しま

してご説明したいと思っています。そして 3 つ目は中間配当でございます。今中間配当は、予想通り 43 円とさせ

ていただきますが、下期の期末の配当もですね、これは 4.3 円とさせていただいていますが、株式を 10 分割して

おりますので、上期と、中間配当と同じ水準で、調整後 EPS の 50％を配当させていただくということを取り組ま

せていただいています。このハイライトにおきまして、特にこの売上のところはですね、収益は 6,548億円と、それか

ら調整後の EBITDA は 350 億円となっております。売上総利益は、前期比、前年対比で 6.8％と、堅調に

推移はしております。ほぼ計画どおりには推移していますが、今後のマーケットの動向等もしっかりと注視する必要

はあると考えています。特に、コロナ禍の、コロナ後のある意味非常に盛況だったマーケット感と、多少環境の変

化もあろうかと思っておりますので、そういったところもしっかり注視しながら、下期は全社で経費コントロールも含め

て経営にあたりたいと考えております。詳細におきまして、CFO の徳永からご説明をさせていただきます。それでは

徳永さんお願いします。 
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【執行役員 CFO 徳永】財務担当の徳永でございます。それでは私から上期の決算の概要について説明をい

たします。 

 

 

まず概要ですが、売上高につきましては前年同期比 7.8％増の 6,548 億となりました。また営業利益につきま

しては、前年対比 22％減の 263 億円。そして、当社が重要視しております調整後 EBITDA につきましては、

19％減の 350 億円。また、四半期利益につきましては、23％減の 167 億円となりました。 

年間の見通しに対する進捗率ですが、売上につきましては 48％、そして営業利益につきましても同じく 48％で

す。 
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続きまして SBU 別の売上の状況です。BPO SBU につきましては、ご案内の通りコロナ関係の売上が大きく剥

落しているということで減収になっておりますが、その他の SBU につきましては大きく売上を成⾧させていただいて

おります。詳しくはまた後半の SBU 別の状況で説明をいたします。 

 

 

続きまして、SBU 別の営業利益です。今中計から、第 1 四半期からしっかりと戦略投資を使っていくという方針

でやっております関係で、Staffing SBU、BPO、Technology については、対前年同期比で減益ですが、今

期の成⾧の柱である Career SBU につきましてはプラス 4.3%、そして Asia Pacific については約 60％の増

益でございます。 
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SBU 別の調整後 EBITDA ですが、こちらの方は先程の営業利益とほぼ同じ動きですので、説明は省略させて

いただきます。 

 

 

続きまして、下期の営業利益の見通しですが、昨年度は上期に大きく利益を出して、後半戦略投資を行うとい

う戦略でやってまいりましたが、今中計からは第１四半期から戦略投資を始めるということで、ほぼ均等の営業

利益を目標としております。下期については上期対比で増益になるように目指してやっていきたいというふうに考え

ております。 
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続きまして、調整後 EBITDA ですが、こちらの方も先程の営業利益と同じように下期しっかりと利益を出してい

きたいと考えております。 

 

 

続いて、昨年度の上期対比の営業利益の増減分析です。 

まず、売上総利益（粗利）でございますが、前年対比で 94 億円の増益でした。特に、Career SBU につきま

しては前年対比で 111 億という大きな粗利の増を達成しました。一方で費用の方ですが、人的資本投資を含

めた人件費の増でプラス 106 億円、そしてマーケティングの広告宣伝費ということで 40 億円、ということで費用

が増えております。 
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続きまして、調整後の EBITDA の前年対比ですが、先程説明した営業利益の増減に加えまして、有給負債の

増、あるいは株式報酬の調整ということをやってございますが、大きな、昨年度対比での変更点はありません。 

 

 

続きまして、上期の SBU ごとの売上の状況です。 

まず、全体としては 48.9％の進捗です。 
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続きまして、SBU 別の営業利益、営業利益率の状況です。全体としては 48.4％の進捗でした。 

Staffing、そして Asia Pacific につきましては 50％超の進捗率です。一方で、BPO と Technology につきま

しては、上期は若干低い進捗率でありますが、事業の特性上、後半に増益になると見込んでおります。Career 

SBU につきましては、先程和田の方から説明もございましたが、景況感に関連するところもありますので、上期の

進捗は 44％でした。下期は、コストコントロールをしながら増益を達成したいと考えております。 

 

 

続きまして、SBU 別の調整後 EBITDA ですが、これは先程の営業利益と同じような進捗ですので、説明は省

略させていただきます。 
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続きまして、バランスシートの状況です。 

3 月末対比で 9 月の状況をお示ししておりますが、大きな変更点はありません。負債のところを見ていただくと、

短期の借入、そして⾧期の借入ということで、両方で 150 億円返済をしております。また、資本のところで 3 月

末対比で 157 億の増となりました。 

 

 

のれんにつきましては、為替の影響で Asia Pacific のところがのれんが若干増えておりますが、全体としては大き

な変更点はありません。 
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続きまして、キャッシュフローの状況です。 

上期の営業キャッシュフローは 408 億円ということで、大きく伸ばすことができました。また、投資キャッシュフローに

つきましては、上期事業譲受、あるいは M&A 等がなかった為に、マイナス 77 億ということで、フリーキャッシュフロ

ーにつきましては昨年の 128 億に対して 330 億ということで、大きく改善をしております。 

 

 

続いて上期の SBU 別の決算概要、そして足元の状況について説明をさせていただきます。 
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まず、当社の主力であります Staffing SBU ですが、売上につきましては前年同期比で 7.4％の増でした。一

方で、調整後 EBITDA につきましては、左下の方に記載しておりますが、昨年の 10 月からの社会保険制度の

変更、あるいは今年度の 4 月からの料率の変更等もありまして、調整後 EBITDA につきましては 6.3％の減で

すが、その他の費用についてはコントロールできていると理解をしております。また足元の営業の KPI ですが、就業

者数については前年対比で 5.1％の増、そして請求単価につきましても約 3％の増ということでございます。 

一方足元の営業の状況ですが、受注数、確定数とも、前年対比で若干弱めに入っておりますが、一方で終了

率の方も改善しておりますので、ご覧いただいた通り、就業者数の方はですね、12 万 2,000 ということで増加し

ております。 
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当社の Staffing SBU の取り組みとして、スタッフの皆様にリスキリングの機会をご提供したり、あるいは Well- 

beingの実現のためにファイナンスに関係するサービスの提供等もしておりますが、時間の関係で詳細は省略をさ

せていただきます。 
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2 つ目の SBU でございます、BPO SBU です。こちらの方は冒頭説明した通り、コロナの売上の剥落で売上高、

そして、調整後 EBITDA ともに第１四半期同様マイナスです。一方で、コロナ以外のオーガニックな事業につき

ましては、前年対比で 14.4％増ということで、好調な状況です。 

 

 

BPO SBU の主な取り組みですが、少し紹介させていただくと、真ん中の上ですが、神戸市の名谷でワークラボを

ですね、神戸市様から運営受託させていただいたり、左下の方ですが、カーボンニュートラルの取り組み、これは

各企業様が非常に熱心にやっているのを私どもの方でサポートするような、こんなサービスもしております。 
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続きまして、3 つ目の SBU の Technology SBU です。Technology SBU につきましては売上高前年対比

で 14％増ということで、好調です。こちらの SBU につきましては、エンジニアの数、そして稼働率、そして請求単

価、3 つの大きな KPI がありますが、第１四半期の決算の時にもご説明さしあげましたが、新卒 480 名を採用

しておりまして、今日現在で全員を配属させていただいております。結果として、IT の部門につきましては稼働率

85％、エンジニアリングにつきましては稼働率 93.5％ということで改善をしておりますが、第３四半期、第４四

半期については 95％前後に稼働率を高めていきたいと考えております。 

 

Technology SBU の取り組みですが、既に発表させていただいておりますが、AWS の構築で非常に有力な、

サーバーワークス様と、パーソル＆サーバーワークスというジョイントベンチャーを立ち上げております。来年 4 月のサ

ービスの開始に向けて今準備をしている状況でございます。 
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こちらの方はですね、ジャパンモビリティショーに当社も関わったモビリティを展示させていただきました。 
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4 つ目の SBU の Career SBU です。今中計、あるいは今年度の成⾧の柱です。まず売上高につきましては、

29％の増でした。年間見通し 30％ということを見通しとして出しておりますが、上期につきましては 29％の増で

した。調整後 EBITDA につきましては戦略投資をした関係で約 10％の増ということであります。 

内容の内訳を見ますと、人材紹介サービスは約 30％の増、そして求人メディアについては 20％の増ということで

あります。景況感に注視しながら、コストコントロールもして、この Career SBU につきましては下期コントロールを

していきたいと考えております。 

 

 

Career SBUの取り組みですが、特にITエンジニアの不足というのが日本の大きな課題だと思っておりますので、

他社様と一緒に業務提携をして、その IT エンジニアの育成等もやっております。 
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最後の SBU、Asia Pacific SBU です。売上高につきましては 6％の増、そして調整後 EBITDA につきまして

は 15％の増でした。昨年の 8 月に先行して開示しました Asia Pacific の中期経営計画に従いまして、順調に

推移していると考えております。内容を説明いたしますと、約 60％を占める人材サービスですが、アジアの国に少

し低調な国もございますが、ほとんどの国がコロナ前に戻っているような状況です。また、マレーシアにシェアードサー

ビスセンターを構築いたしまして、そちらの方でコスト削減を進めております。また、2 つ目の事業でありますファシリ

ティマネジメント、これは空港ですとか水道局ですとか学校の設備管理をする事業ですが、こちらの方も堅調で、

全体として増収増益を達成することができました。 
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Asia Pacific の PERSOLKELLY と Programmed の売上、そして営業利益の内訳です。特にオーストラリア、

ニュージーランドを中心とした Programmed の上期の実績ですが、前年上期が 10 億だったのに対して、この

上期については 28 億ということで、順調に推移しているというふうに理解をしております。 

 

 
オーストラリアではメルボルン空港のファシリティ管理も担当させていただいておりまして、今回ですね、アワードを受

賞することができました。詳細は時間の関係で省略をさせていただきたいと思います。 
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最後に、SBU に属さないその他の事業と調整の状況です。 

その他につきましては、R&D ユニットの方も売上高の増、調整後 EBITDA につきましてはほぼ横ばいであります。

また、調整につきましては、記載の通りですが、SBU とのセグメント間調整が増えて、マイナスが大きく増えており

ますが、実態的な経費の増というのは 6 億から 7 億程度にコントロールできていると理解をしております。 

以上、私から上期の決算概要について説明いたしました。 
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【和田】続きまして、人材紹介事業、Career SBU の中⾧期戦略というところを私の方から少しご説明したいと

思います。 

 

 

まずマーケット感です。我々は 2030 年に向けた取り組みを様々させていただいておりますけれども、この人材紹

介マーケットは 2030 年に向けて大きく成⾧し続けるだろうと想定しています。特に CAGR9％以上の成⾧をす

るマーケットと捉えておりますので、今後も非常に有望だという認識でおります。その中でも、特にこの赤枠で囲っ

たハイキャリア層ですね、ここの成⾧が他の一般層ですとか、そのより上のエグゼクティブ層と比しましても、大きく成

⾧する、要はそのハイキャリア層の方々の転職回数、転職意欲が高まるとマーケットを見てとっております。 
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次のページを見ていただきますと、我々が得意分野としておりましたのはこのボリュームゾーンで、一般社員層でし

た。400 万円から 600 万円の年収帯のところが最もボリュームも大きいですし、我々のカバー範囲も広かったと

いうところでございますが、そこに加えましてこのマーケットが成⾧するハイキャリア層にターゲットを置いて、そこも成

⾧させていくということを取り組んで参っております。これがご案内の通り doda X という形で今プロモーションさせて

いただいています。特にこの領域は、これから我々データベースをしっかり溜めていくということが今後の価値創造に

なってまいりますので、そこを粛々と進めているというところでございます。 
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これは我々の doda の戦略、人材紹介をどう他社と差別化を置いて成功に導くかというところを記載しておりま

す。まず、求職者から見た時のこの doda はですね、この様々なサービス、どれかを使えば必ず就業に結びつく、

要は就職できるという、こんな取り組みをさせていただいています。一番はじめにはそのコミュニティに入っていただく

ところから始まって、トレーニング、コーチングを受けていただいたりとか、ダイレクトで副業をするというようなことでリス

キル、アップスキルを経験されるといったこともできますし、直接人材紹介のアプローチを受けるということもできます。

それから採用企業のサイドから見ますと、おなじみでございますけれども、メディアもいいですしダイレクトリクルーティ

ングでもいいですし人材紹介でもいいですし、どんな形でもいいので、やっぱりいい人材を企業として欲する人材を

獲得したい、その確率を、圧倒的な比率を高めるということが、この我々の取り組みであります。doda のひとつの

データベースの中で、ワンストップで双方のサービスを実現させるということが、我々の取り組みであり戦略でありま

す。これが今非常に功を奏しておりまして、先程申し上げました通り Career 事業の人材紹介部門で Career

事業の 29％の成⾧が実現できているというところでございます。 
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続きまして、配当のところに移ります。 

 

この表では、株式を 10 分割しておりますので、前年の比較等しっかりとできるようにということで、あえてこの形で

記載させていただいておりますが、先程ご説明させていただきました通り、調整後 EPS の 50％を配当にするとい

うことで、中間配当、43 円のところを今回このように記載し 4.3 円に、そして 10 分割した形で 4.3 円を期末の

配当とさせていただく。通期では、この総額 196 億 8,900 万円を配当の方に対応させていただくと、こんな計画

をさせていただいております。 
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そして、最後にグループトピックスをお伝えします。 

 

この 2 つ前の表にも記載しましたが、doda の取り組みの中で、よりリスキリング、それからアップスキリングをご支援

していく、その中で将来的に転職やそういったところに繋げていくというこの考え方をもとに、個人向けの無料のスキ

ル、リスキリングのサービスを開始させていただいています。「PERSOL MIRAIZ」というふうに命名させていただきま

して、単にインフラを提供するだけではなくて、様々なカウンセリングや、そしてもちろん学習継続のためのご支援や、

そしてその先の転職にまでしっかりと結びついた伴走型のサービスとして、この PERSOL MIRAIZ を開始させてい

ただいております。 
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最後ですが、リスキリング、非常に重要なテーマだと思っておりますし、これは日本の企業様の生産性を上げていく、

この人材不足や人気不足、こういったものに対応するためにもより生産性を高める、そのために個人のスキルを高

めていく、それから新しい事業に人材を配置していく上でも非常に重要だと認識しております。こういった取り組み

を我々パーソル発でもしっかりとマーケットにもアピールしていきたいと思っておりますし、特に我々はダイレクトででき

るのはもちろん人材紹介による機会の提供ができますけども、その前段階の、たとえば副業や兼業を実際にやっ

てみた方が、非常に自分のスキルが上がった実感がある、自分のリスキリングができている、その実感を持っている

といったデータもマーケットの中でお示ししながら、よりいい形の転職やもしくは企業内でのリスキルができるような、

そんなご支援をさせていただければというふうに思っております。特に、我々ははたらく well-being 創造カンパニー

になりたいということで取り組んでいるわけでございますので、特にその働かれている方々の、仕事を通した well-

being の実現に向けた取り組みを、これからもしっかりと進めてまいりたいというふうに考えています。 

私の方からは以上とさせていただきます。 




